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議議定定書書とと整整合合性性ががあありり，，地地球球規規模模のの
環環境境保保全全性性とと  
経経済済効効率率性性をを  

満満たたすす国国内内制制度度ととはは？？  
 

温温暖暖化化ののよよううなな地地球球規規模模のの環環境境問問題題のの場場合合，，  
国国内内でで「「よよかかれれ」」とと思思っってて実実施施すするる  

常常識識的的なな政政策策がが，，  
地地球球規規模模のの問問題題のの解解決決ののたためめににはは  

足足をを引引っっ張張るるここととががああるる．． 
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00..  基基本本的的ななデデーータタ  
00..11 主主要要国国のの二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量のの経経年年変変化化  
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00..22  GGDDPP おおよよびび一一人人当当たたりり CCOO22 排排出出量量のの経経年年変変化化((7711--0022))  
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前前ペペーージジののググララフフのの傾傾ききのの意意味味  
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00..33  GGDDPP おおよよびび一一人人当当たたりり CCOO22 排排出出量量のの動動きき
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00..44 過過去去５５００年年間間のの一一人人当当たたりり累累積積排排出出量量  
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00..55  日日・・独独・・英英のの二二酸酸化化炭炭素素排排出出量量
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  11..気気候候候候変変動動枠枠組組条条約約とと京京都都議議定定書書  

11..11  気気候候変変動動枠枠組組条条約約のの３３つつのの原原則則  
  

原原則則１１：：持持続続可可能能なな開開発発  
超超長長期期＋＋環環境境とと経経済済のの両両立立  

原原則則３３：：衡衡平平のの原原則則（（差差異異ああるる責責任任とと能能力力にに応応
じじてて負負担担））温温室室効効果果ガガスス排排出出でで経経済済発発展展ををししたた
先先進進国国のの責責任任  

原原則則２２：：地地球球規規模模ででのの費費用用対対効効果果  
地地球球全全体体でで温温室室効効果果ガガスス濃濃度度のの上上昇昇をを抑抑制制  
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11..22  京京都都議議定定書書のの特特徴徴((11))  
・・  京京都都メメカカニニズズムム（（ＣＣＤＤＭＭ，，ＪＪＩＩ，，排排出出権権取取引引））－－枠枠組組条条
約約ににおおけけるる「「最最小小ののココスストトでで最最大大のの効効果果（（原原則則１１，，２２））」」
をを体体現現化化  

  
・・ここれれままででタタダダででああっったた温温室室効効果果ガガススのの排排出出にに正正のの価価格格
ををつつけけるる．．つつままりり，，      
  

  

  

  

生生産産ををすするるののにに温温室室効効果果ガガススををたたくくささんん
使使うう物物やや化化石石燃燃料料のの価価格格をを上上げげるるここととにに
よよっってて，，そそのの消消費費ををおおささええるる．．そそううすするるここ
ととにによよっってて，，地地球球をを温温暖暖化化かからら守守るる．．  
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11..33  京京都都議議定定書書のの特特徴徴((22))  
・・先先進進国国にに温温室室効効果果ガガススのの排排出出上上限限をを設設けけたた（（たたととええばば，，

日日本本のの上上限限はは９９００年年比比でで９９４４％％））．．つつままりり，，  
  
  
  
  
  
いいいいかかええるるとと，，議議定定書書はは価価格格をを固固定定しし，，量量でで調調整整すするるメメ

カカニニズズムムをを採採択択ししななかかっったた．．  

議議定定書書はは排排出出量量をを固固定定しし，，そそのの価価格格でで調調

整整すするるメメカカニニズズムムをを選選択択ししたた  
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11..44  炭炭素素税税のの特特徴徴((11))  
炭炭素素税税はは温温室室効効果果ガガススのの排排出出ををタタダダににししなないい．．炭炭素素ををよよ
りり多多くく使使うう物物のの値値段段をを上上げげるるののでで，，京京都都議議定定書書のの特特徴徴
（（１１））をを満満たたすす．．ととこころろがが，，炭炭素素税税率率（（価価格格））はは簡簡単単にに
はは変変更更ででききなないい．．つつままりり，，炭炭素素税税はは価価格格をを固固定定しし，，排排出出
量量でで調調整整すするるメメカカニニズズムム．．いいいいかかええるるとと  
  

  

  

  

炭炭素素税税をを骨骨格格ととすするる政政策策はは  
京京都都議議定定書書とと不不適適合合  
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11..55  炭炭素素税税のの特特徴徴((22))    
炭炭素素税税がが高高いいとと排排出出総総量量がが減減りり，，低低いいとと排排出出総総量量がが増増ええ

るる．．広広くく薄薄いい炭炭素素税税（（３３４４００００円円／／ＣＣｔｔ））をを骨骨格格ととすするる

政政策策でではは，，議議定定書書のの排排出出上上限限をを達達成成ででききなないいかかももししれれなな

いい．．  
  
  
  
  
遵遵守守ででききなないいとと，，＜＜過過剰剰排排出出量量××１１．．３３倍倍＞＞をを第第二二約約束束

期期間間にに削削減減せせねねばばななららなないい．．  

炭炭素素税税をを骨骨格格ととすするる政政策策でではは  
京京都都議議定定書書をを遵遵守守ででききなないい可可能能性性 
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11..66 京京都都メメカカニニズズムム  
固固定定さされれたた数数量量目目標標ののみみでではは，，景景気気変変動動ななどどでで議議定定書書のの

目目標標をを達達成成ででききなないい可可能能性性．．そそここでで議議定定書書はは，，ああるる国国にに

おおけけるる議議定定書書のの排排出出上上限限をを達達成成すするるののにに，，他他国国ででのの削削減減

量量をを用用いいるるここととががででききるる制制度度をを導導入入．．  
  
  

  

  

・・排排出出権権取取引引  
・・ククリリーーンン開開発発メメカカニニズズムム  
・・ジジョョイインントトイインンププレレメメンンテテーーシショョンン  
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11..77 排排出出権権取取引引  
  
排排出出量量をを固固定定しし，，取取りり引引ききすするる排排出出枠枠のの価価格格でで調調整整すするる

ののがが排排出出権権取取引引．．つつままりり，，国国のの枠枠組組みみなないいししはは骨骨組組みみとと

ししてて採採用用すすべべきき政政策策はは排排出出権権取取引引．．  
    
        
  

  

京京都都議議定定書書とと適適合合すするる政政策策はは排排出出権権取取引引
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11..88 排排出出権権取取引引のの仕仕組組みみ  
  

ＪＪ国国，，ＲＲ国国がが  

各各々々１１単単位位のの削削減減にに合合意意  

  

ＪＪ国国のの費費用用＝＝＄＄１１００００  

RR 国国のの費費用用＝＝＄＄５５  
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RR 国国がが２２単単位位のの削削減減  

JJ 国国はは RR 国国にに＄＄５５５５支支払払うう  

  

JJ 国国のの便便益益＝＝＄＄４４５５  

RR 国国のの利利潤潤＝＝＄＄５５００          
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22..  経経済済合合理理的的ななＥＥＵＵのの政政策策  
  
９９００年年代代後後半半  ＥＥＵＵ共共通通炭炭素素税税のの失失敗敗．．  
９９７７年年  京京都都議議定定書書のの採採択択．．  
９９８８－－２２００００００年年  議議定定書書ににおおけけるる排排出出権権取取引引がが実実行行しし

ににくくくくななるるよよううにに交交渉渉．．  
２２００００００年年３３月月  排排出出権権取取引引のの導導入入のの宣宣言言（（経経済済＋＋共共通通

価価格格））．．  
２２００００５５年年よよりりＥＥＵＵ域域内内のの排排出出権権取取引引をを実実施施中中．．  
  
  ＥＥＵＵでではは炭炭素素税税かからら排排出出権権取取引引へへととシシフフトト！！
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33..  京京都都議議定定書書目目標標達達成成計計画画路路線線  
  
・・  ココママンンドド・・アアンンドド・・ココンントトロローールル型型のの手手法法::  一一ににもも二二にに
もも技技術術とと創創意意工工夫夫＋＋補補助助金金、、  内内訳訳：：排排出出総総量量がが１１２２％％
増増加加、、森森林林吸吸収収源源：：３３．．９９％％，，省省エエネネ法法ななどどのの規規制制：：６６．．
５５％％（（補補助助金金をを配配るるもものののの，，どどのの程程度度ののココスストトににななるるのの
かかはは不不明明））、、京京都都メメカカニニズズムム：：１１．．６６％％  

  
国国内内削削減減ににたたよよるる日日本本のの政政策策はは  

国国益益とと地地球球益益にに反反すするる  
  
・・  原原則則１１にに反反すするる：：国国内内ののみみでで高高いい費費用用ををかかけけるるとと息息切切

れれすするるののでではは？？  →→  国国益益をを損損ななうう  
・・  原原則則２２にに反反すするる：：国国内内削削減減にに集集中中すするるとと費費用用対対効効果果原原

則則にに反反すするるばばかかりりででななくく過過度度ななリリーーケケッッジジがが起起ここっってて
ししままうう  →→  地地球球益益をを損損ななうう  
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44..  国国内内制制度度設設計計  
44..11 炭炭素素税税をを主主ととすするる英英国国((EE))型型制制度度  

  
・・民民生生・・運運輸輸ををののぞぞくく排排出出主主体体にに炭炭素素税税をを課課すす＝＝＞＞  
・・そそれれをを原原資資ととししてて削削減減主主体体にに補補助助金金をを配配るる  
  
・・  高高額額のの炭炭素素税税がが必必要要（（カカーーボボンントトンンああたたりり４４万万円円のの削削減減
費費用用ががかかかかるるととすするるなならら，，ガガソソリリンンででいいううなならら  

２２６６円円程程度度のの炭炭素素税税））  
  
ガガソソリリンン１１㍑㍑ああたたりりのの炭炭素素含含有有量量＝＝00..000000664499 トトンン  
00..000000664499××4400000000==2255..9966  
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44..22 上上流流還還元元型型排排出出権権取取引引((TT))制制度度  
  
・・政政府府がが化化石石燃燃料料のの輸輸入入・・生生産産主主体体にに輸輸入入ししたた化化石石燃燃料料
にに含含ままれれるる炭炭素素含含有有量量とと同同量量のの排排出出権権をを義義務務づづけけ  
・・政政府府がが化化石石燃燃料料のの輸輸入入・・生生産産主主体体にに（（議議定定書書にによよるる排排
出出枠枠総総量量とと同同じじ量量のの））排排出出権権をを販販売売  
・・政政府府のの排排出出権権販販売売収収入入をを還還元元  
  
                          ああるる主主体体のの排排出出権権のの納納付付量量  
排排出出権権のの販販売売収収入入××還還元元率率××――――――――――――――――――――――――  
                              排排出出権権のの納納付付総総量量    
  
・・  還還元元率率＝＝11,,枠枠ををここええるる輸輸入入量量==1100％％，，排排出出権権価価格格＝＝カカ
ーーボボンントトンンああたたりり千千円円==>>ガガソソリリンン１１㍑㍑ああたたりり００..００６６円円  
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44..33 簡簡単単ななモモデデルル分分析析  
①①  11999900 年年排排出出量量＝＝1122..3377 億億 tt--CCOO22((中中央央環環境境審審議議会会資資料料

22000055 年年 22 月月))  

②②  現現状状対対策策ケケーースス：：22001100 年年排排出出量量＝＝1133..1111 億億 tt--CCOO22  ((11999900

年年比比 110066%%))((中中央央環環境境審審議議会会資資料料 22000055 年年 22 月月))  

③③  わわがが国国のの数数量量約約束束遵遵守守時時のの限限界界削削減減費費用用==1133660000 円円

//tt--CCOO22  

④④  石石油油石石炭炭税税==777700 円円//tt--CCOO22    

⑤⑤  国国際際排排出出権権価価格格はは，，現現在在ののＣＣＥＥＲＲのの取取引引価価格格＄＄３３～～６６

//tt--CCOO22 ののおおよよそそ２２倍倍のの水水準準のの千千円円//tt--CCOO22  

⑥⑥  限限界界削削減減費費用用曲曲線線はは直直線線  



 23

44..44 排排出出権権取取引引ののみみ：：ＣＣ→→ＡＡ  

１０００円

７７０円

９４％ １２％
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Ｔ

D
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13600 770
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44..55  上上流流還還元元型型

112.3円
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−
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((11))  点点((xx,,  777700++pp))  （（図図中中ののＢＢ点点））がが限限界界削削減減費費用用曲曲線線上上ににななけけ

ららばばななららなないい．．すすななわわちち，，  

770 12830
12

13600+ = − +p x
..  

((22))  海海外外にに流流失失すするる排排出出権権購購入入費費用用((11000000xx))とと還還元元額額((pp((9944++xx))))
がが同同じじににななららねねばばななららなないい．．すすななわわちち，，  

1000 94x p x= +( )
  

ここれれをを解解いいてて    

  

( , ) ( . , . )x p = 11 89 112 3
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44..66  国国内内負負担担  
  

・・国国内内削削減減ののみみ：：１１兆兆円円程程度度  

・・排排出出権権取取引引：：１１４４５５００億億円円程程度度  

・・制制度度導導入入損損失失（（死死荷荷重重））＝＝αα（（５５００億億円円程程度度））  

・・上上流流還還元元型型：：１１５５００００億億円円程程度度  
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44..77 制制度度比比較較  
  
・・  遵遵守守＋＋環環境境保保全全性性：：ＥＥ制制度度でではは削削減減量量をを確確定定不不可可能能，，ＴＴ
制制度度でではは化化石石燃燃料料のの輸輸入入分分だだけけ排排出出権権をを確確保保すするるののでで
遵遵守守がが確確実実  

・・  制制度度執執行行費費用用：：ＥＥ制制度度ででははモモニニタタリリンンググ費費用用がが膨膨大大，，ＴＴ
制制度度でではは追追加加的的なな執執行行費費用用ががほほぼぼ不不要要  

・・  政政府府がが把把握握ででききるる排排出出量量：：ＥＥ制制度度ででははすすべべててのの産産業業ををカカ
ババーーででききなないい，，ＴＴ制制度度はは最最上上流流ななののでですすべべててををカカババーー  

・・  経経済済効効率率性性：：ＥＥ制制度度でではは炭炭素素トトンンああたたりり４４万万円円のの負負担担がが
日日本本経経済済ににかかかかるる，，ＴＴ制制度度でではは数数百百分分のの１１．．  
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44..88 達達成成計計画画とと TT 制制度度のの融融合合はは？？  
  
・・ＴＴ制制度度をを温温暖暖化化対対策策のの枠枠組組みみととししてて採採用用  
  
・・達達成成計計画画にに柔柔軟軟性性をを持持たたせせるる  
  
・・補補助助金金のの総総額額にに上上限限をを設設けけるる  
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55..  ４４つつののパパララドドッッククスス  

55..11 議議定定書書ににおおけけるる補補完完性性のの意意味味  
京京都都議議定定書書ににおおけけるる補補完完性性：：  
ssuupppplleemmeennttaall  ttoo  ddoommeessttiicc  aaccttiioonnss  

  

約約束束期期間間リリザザーーブブ((CCoommmmiittmmeenntt  PPeerriioodd  RReesseerrvvee,,  
CCPPRR))：：排排出出上上限限をを持持つつ先先進進諸諸国国はは，，約約束束割割当当量量のの9900％％をを下下

回回ららなないい量量をを留留保保すすべべしし  ＝＝＞＞  売売りり手手国国にに対対すするる制制約約でで，，シシ

ミミュュレレーーシショョンンででははここれれにに引引っっかかかかるる売売りり手手国国ははほほぼぼなないい  

  
  
  

議定書における実効性のある補完性は
なくなった 
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55..22  環環境境保保全全性性パパララドドッッククスス  
  
日日本本ででささららにに１１単単位位削削減減すするるとと約約４４万万円円のの費費用用  ＝＝＞＞  
ととこころろがが途途上上国国でで削削減減すするるとと数数ドドルルのの可可能能性性＝＝＞＞  
同同じじ費費用用なならら途途上上国国ででのの削削減減ががよよりり多多くくのの温温室室効効果果ガガスス
をを削削減減ででききるる＝＝＞＞  
  

気気候候変変動動枠枠組組みみ条条約約のの原原則則とと矛矛盾盾  
  

原則２：地球規模での費用対効果 
地球全体で温室効果ガス濃度の上昇を抑制 
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55..33  リリーーケケッッジジ・・パパララドドッッククスス  
  
日日本本ででささららにに１１単単位位削削減減すするるとと日日本本のの生生産産量量もも減減少少＝＝＞＞  
減減っったた生生産産量量のの一一部部のの需需要要がが海海外外へへ向向かかうう  ＝＝＞＞  
海海外外ででのの生生産産量量がが増増ええるる  ＝＝＞＞  
増増ええたた分分だだけけ温温室室効効果果ガガススももｘｘ単単位位増増加加すするる  
  
国国内内削削減減量量がが多多くくななるるとと海海外外のの生生産産量量もも増増ええ  
（（短短期期的的ににはは））削削減減効効率率がが悪悪くくななるるののででｘｘ↑↑  
  
  
  
日日本本ののリリーーケケッッジジ率率はは５５００％％をを超超ええるる  

国内削減量↑ ＝＞ 限界リーケッジ率↑ 
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55..44  スステティィググリリッッツツ・・パパララドドッッククスス  
  
日日本本国国内内でで削削減減者者にに補補助助金金をを渡渡すすとと  ＝＝＞＞  
補補助助金金をを渡渡ささなないい場場合合よよりりもも国国内内削削減減がが増増加加＝＝＞＞  
日日本本のの排排出出権権需需要要のの減減少少  ＝＝＞＞  
排排出出権権価価格格のの下下落落＝＝＞＞  
  

途途上上国国ででのの削削減減ががすすすすままななくくななるる  
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55..55  ホホッットトエエアア・・パパララドドッッククスス  
  
・・  ホホッットトエエアア：：配配分分さされれたた量量以以下下のの排排出出量量ししかかなないい国国ににおお
いいてて，，削削減減せせずずにに販販売売ででききるる排排出出権権  

・・  ロロシシアア：：ＧＧＤＤＰＰああたたりり，，ロロシシアアののＣＣＯＯ２２排排出出量量はは日日本本のの
約約１１５５倍倍，，一一人人当当たたりりのの排排出出量量だだととロロシシアアはは日日本本のの１１．．
１１倍倍．．  

・・  ロロシシアアのの温温室室効効果果ガガスス排排出出にに価価格格ををつつけけるるここととにによよっっ
てて，，彼彼ららがが温温室室効効果果ガガスス削削減減でで得得ををすするる環環境境をを作作るるこことと
がが可可能能．．  

・・  ホホッットトエエアアをを買買わわななけけれればばロロシシアアのの温温室室効効果果ガガスス排排出出
にに価価格格ががつつかかなないい  

・・  形形式式的的遵遵守守ののたためめににホホッットトエエアアをを買買ううべべききででははなないいとと
いいうう常常識識的的なな政政策策だだとと地地球球規規模模のの削削減減ががすすすすままなないい  
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66..  原原則則３３((差差異異ああるる責責任任))のの意意味味  
  

京京都都議議定定書書はは原原則則３３とと iinnccoommppaattiibbllee  
  
①①  先先進進国国とと途途上上国国のの逆逆進進性性：：割割当当排排出出量量とといいうう資資産産をを
タタダダでで貰貰っったた先先進進国国ととななににもも貰貰わわななかかっったた途途上上国国  
②②  途途上上国国のの間間のの逆逆進進性性：：適適度度にに発発展展ししてていいなないいととＣＣＤＤ
ＭＭががででききなないい  
③③  先先進進国国のの間間のの逆逆進進性性：：過過去去にに多多くく排排出出ししたた国国々々ほほどど
責責任任がが軽軽いい  
  

  
京都議定書は逆進的 
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連連絡絡先先  
ssaaiijjoo@@iisseerr..oossaakkaa--uu..aacc..jjpp    
  
本本報報告告のの詳詳ししいい内内容容はは  
  
①①  西西條條辰辰義義編編著著  

『『地地球球温温暖暖化化対対策策：：排排出出権権取取引引のの制制度度設設計計』』  
日日本本経経済済新新聞聞社社２２００００６６年年１１月月刊刊  

  

②②  西西條條辰辰義義「「京京都都議議定定書書をを順順守守すするるににはは？？」」  

『『論論座座』』２２００００６６年年３３月月号号  

  
おおよよびびホホーームムペペーージジ
hhttttpp::////wwwwww..iisseerr..oossaakkaa--uu..aacc..jjpp//~~ssaaiijjoo//iinnddeexx..hhttmmll  
ををごご覧覧下下ささいい．． 
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